
「徳島ヴォルティスサッカー講習会」で、川村コーチ㊨の指導を受け、シュートを放つ小学生

（５月20日、うだつアリーナ）
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美馬市が実施する「行財政システム改革の基本方針」
並びに「前期実施計画」を策定しました

地方分権の推進に伴う受け皿づくりとして、自治体規模の拡大が求められる中、今後のさまざまな諸課題に

対応していく基盤づくりを行うため、本市も合併を選択し、昨年３月に人口約３万５千人の美馬市が誕生しま

した。

しかしながら、合併協議の際に想定していた以上に厳し

い内容となった三位一体の改革の影響もあり、合併当初か

ら市の財政状況は危機的な状態となっています。

このため、市は昨年６月から行財政改革に着手。10月に

は学識経験者や各種団体の代表者による美馬市行政改革推

進委員会を設置し、本市の行財政システム改革の基本方針について検討を重ね、先般、答申をいただいたとこ

ろです。市では、この答申を基に、委員会での意見や市民の皆さんから寄せられた意見を参考にしながら、こ

のほど「美馬市行財政システム改革基本方針」と「前期実施計画」を策定しました。

今後は、市民の皆さんのご理解を得ながら、前期実施計画に基づき効率的・効果的な行財政システムを確立

していきます。なお、基本方針と前期実施計画の全文については、３月３１日から市のホームページで公表し

ていますが、簡単に内容についてお知らせします。

※三位一体の改革

国から地方への権限移譲や、国の関与を除くため

の国庫補助金の縮小に伴う税源（資金）移譲、そして

地方交付税の見直しという国と地方のあり方の見直

しを一体的に行う手法。

Ⅰ．改革の基本理念

『市民の目線に立って市民とともに進める簡素で効率的・効果的な行財政システムの構築』

Ⅱ．基本目標

１．市民と共創・協働のまちづくりの推進

市民が行政サービスや事務事業に積極的に参画できるよう、市民と行政のコミュニケーションの機会を充実して

いきます。

このことにより、これまでの行政の担い手と受け手という市民と行政の関係を、共にまちづくりを考え、行動して

いく共創・協働の関係へと転換していきます。

２．時代に即応した組織・機構

少子高齢化、高度情報化、また地方分権の進展など社会経済情勢の変化に的確に対応した組織・機構を構築してい

きます。

また、市民ニーズに的確に対応し、市民が利用しやすい組織・機構を確立し、市民に分かりやすい運営を行います。

３．定員管理及び給与の適正化並びに人材の育成

市民サービス提供のあり方に配慮し、事務事業、組織等を簡素で効率的なものへと見直すことにより、適正な定員

管理に努めていきます。

また、職員の意識改革を含め、政策形成能力や柔軟な思考を持った人材を計画的に育成することにより、地方分権

に的確に対応し、効率的な行政運営を推進します。

４．効率的な自治体の確立

経費全般について効率化の視点から見直し、節減に努めていくとともに、市民の理解を得ながら公共料金等の受益

者負担の適正化を進めていきます。

また、事務事業の見直しの中で、公と民の役割分担を検証し、民間の力に委ねた方が望ましいものについては民間

に委ね、効率的な自治体の確立を図っていきます。

行財政システム改革基本方針
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基本方針の基本目標を実現していくために、前期実施計画では４つの視点を柱として、１３の具体的な項目

を基に、４１の実施事項を定め改革を進めていきます。具体的な項目ごとの実施事項の一例をお知らせします。

美馬市行財政システム改革（前期実施計画）

【問い合わせ先】市総合計画推進室緯52８００２ FAX53９９１９ E-mail:sougou@city.mima.lg.jp

３．職員の能力を発揮するために

①定員管理の適正化

効率的な人員配置を事務事業の見直しと合わせて

実施し、平成２２年４月までに職員数を６２人以上削減

します。

②給与及び諸手当の適正化

給与制度及び給与水準については、厳しい財政状況

を勘案しながら、国及び県の基本的な考え方に沿った

運用に努めます。

③職員の意識改革と資質の向上

人材育成の基本方針を平成１８年度に策定し、総合

的・体系的な人材育成に努め、職員の能力を高めてい

きます。

４．財政運営を効率化するために

①財政運営の適正化

職員数の削減と市債の新規発行を抑制することに

より、義務的経費を平成２１年度決算までに平成１７年

度決算対比で８％以上削減します。

②受益者負担の適正化

自主財源である市税の徴収対策と税負担の公平性

を確保するため、平成１８年度から滞納整理体制を充

実し、徴収率の向上に努めます。

③第三セクターの活用と見直し

市の支援に依存しないよう体質の改善を図るため

に、総合的な運営の指針・計画の策定を促し、行政と

の関係を明確化します。

④民間委託等の推進

公共施設管理に係る指定管理者制度の導入を進め

るとともに、業務全般にわたり領域の見直しを行い、

民間委託等を推進していきます。

行財政システム改革を実現するためには、市職員の努力はもとより、市民の皆

さん、議会、関係団体等の理解と協力が不可欠です。

このため、実施計画の内容についてお知らせするとともに、進捗状況について

も毎年公表することにより、お寄せいただいたご意見を可能な限り反映しながら

着実に改革を進めていきます。

１．市民とともにまちづくりを進めるために

①市民と行政の共創・協働の推進

平成１８年度から各種計画の策定時には、公募委員

の採用や計画案に対する意見募集を実施し、市民の市

政参画を進めていきます。

②情報公開の推進

平成１８年度から広報紙に加えてホームページを充

実し、市の重要な計画や事業の内容及び進捗状況など

について公表していきます。

③地域情報化の推進

市民とのコミュニケーションを図る手段として、地

上デジタルテレビ放送に対応した情報ネットワーク

の基盤整備を平成２０年度末までに完了します。

２．行政課題に適切に対応するために

①事務事業評価制度の導入

事務事業の再編・整理等を進めるため、平成１８年

度から段階的に事務事業評価制度を導入し、平成２０

年度からは本格実施します。

※事務事業評価制度…行政の仕事について分かりやす

い目標数値を設定することで、

その有効性や効率性を評価し、

その結果を予算や事業計画等に

反映する手法。

②組織・機構の見直し

市民の利便性を基本に、簡素で効率的な組織へと見

直し、平成２２年４月までに１０課以上を削減します。

③広域行政の推進

旧美馬町地域に残された合併に伴うねじれ現象を

解消するとともに、構成団体が１市１町となった事務

組合については、更なる広域化を模索します。
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市
議
会
選
挙
後
初
と
な
る
臨
時
会
が
５
月

日
に
開
か

11

れ
ま
し
た
。

議
長
に
小
林
一
郎
氏
（

歳
、
庄
）、
副
議
長
に
蔭
山
泰

70

章
氏
（

歳
、
野
村
西
）
を
選
出
。
ま
た
、
各
委
員
会
の
委

53

員
と
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
久
保
田
哲
生
氏
（

歳
、

54

中
村

美

）
を
選
任
し
ま
し
た
。

議
員
報
酬
を
月
額
３
１
５
，
０
０
０
円
な
ど
と
す
る
「
市

議
会
議
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
」、「
美
馬
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
」
な
ど
５
議
案
と
、「
美
馬
市
税
条
例
の
一
部
改
正
」
の

専
決
処
分
な
ど
承
認
案
件

件
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り

11

可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

正
・
副
議
長
決
ま
る

久保田哲生阪口 克己○藤原 英雄◎前田 明美総 務 常 任 委 員 会

（８人） 中川 昭彦谷 明美河野 正八小林 一郎

原 政義井川 英秋○藤田 元治◎郷司千亜紀福 祉 文 教 常 任 委 員 会

（７人） 蔭山 泰章前田 良平三宅 共

国見 一西村 昌義○三宅 仁平◎藤川 俊産 業 常 任 委 員 会

（８人） 武田 保幸中山 繁川西 仁片岡 栄一

西村 昌義郷司千亜紀○原 政義◎谷 明美
議 会 運 営 委 員 会

（９人）
三宅 仁平蔭山 泰章川西 仁前田 明美

藤川 俊

美馬市議会各委員会構成表 ◎は委員長○は副委員長（敬称略）

議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会
だだだだだだだだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよよよよよよよ

議
会
だ
よ
りりりりりりりりりりりりりりりりり小林 一郎氏蔭山 泰章氏

議 長副議長

就
任
の
あ
い
さ
つ

美
馬
市
議
会
議
長

小
林

一
郎

去
る
３
月

日
の
議
会
で
合
併
に
よ
る
在
任
特
例

23

期
間
を
６
か
月
短
縮
し
て
自
主
的
に
解
散
。
こ
の
た

び
の
改
選
に
よ
り

人
の
議
員
で
新
し
く
美
馬
市
議

23

会
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

５
月

日
の
臨
時
会
に
お
い
て
正
副
議
長
の
選
挙

11

が
行
わ
れ
、
不
肖
私
が
多
数
の
方
々
の
ご
支
持
に
よ
り
、

議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

自
ら
の
浅
学
非
才
を
顧
み
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を
ひ

し
ひ
し
と
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
新
生
美
馬
市

も
一
年
余
り
が
経
過
、
数
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
。
小
泉
内
閣
に
よ
る
三
位
一
体
の
改
革
等
に

よ
り
、
地
方
で
は
財
源
不
足
を
き
た
し
非
常
に
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
議
会
と
し
て
市
民
の
生

活
福
祉
推
進
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
、
理
事
者
と
と
も
に
鋭
意
努
力
致
し
ま
す
と
と
も

に
、
各
方
面
皆
様
方
の
英
知
を
借
り
な
が
ら
任
務
を
果

す
べ
く
、
駑
駘
鞭
打
ち
頑
張
っ
て
参
る
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
。

今
後
と
も
市
民
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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春春春春春春春春春春春春春春春春のののののののののののののののの叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲・・・・・・・・・・・・・・・・危危危危危危危危危危危危危危危危険険険険険険険険険険険険険険険険業業業業業業業業業業業業業業業業務務務務務務務務務務務務務務務務従従従従従従従従従従従従従従従従事事事事事事事事事事事事事事事事者者者者者者者者者者者者者者者者叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲受受受受受受受受受受受受受受受受章章章章章章章章章章章章章章章章春の叙勲・危険業務従事者叙勲受章者者者者者者者者者者者者者者者者者

春の叙勲（４月29日付発令）で佐藤宏史さんが旭日小綬章、谷奥一敏さんと福永利治さんが旭日双光章を、

第６回危険業務従事者叙勲（同日発令）で谷酒良男さんが瑞宝単光章をそれぞれ受章されました。おめでとう

ございます。

●
主
な
経
歴

１
９
５
１
（
昭
和

）
年
に

26

兵
庫
県
の
警
察
官
と
な
る
。
同

県
警
察
本
部
や
尼
崎
東
署
、
尼

崎
中
央
署
、
生
田
署
な
ど
の
各

署
で
、
主
に
暴
力
団
犯
罪
や
知

能
犯
罪
の
捜
査
を
担
当
。
刑
事

畑
で

年
間
勤
務
し
、
兵
庫
県

35

警
部
（
兵
庫
県
警
察
本
部
刑
事

部
捜
査
第
二
課
）
で
退
職
。

●
喜
び
の
声

「
図
ら
ず
も
身
に
余
る
光
栄

に
浴
し
、
感
激
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
地
域
の
方
々

や
同
僚
、
先
輩
方
の
ご
協
力
、

ご
支
援
の
賜
と
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
は
報
恩
、
奉
仕
の

道
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
」

●
主
な
経
歴

徳
島
県
職
員
時
代
に
吉
野
川

北
岸
農
業
水
利
対
策
室
長
、
徳

島
県
農
業
大
学
校
長
な
ど
を
歴

任
。
退
職
後
の
１
９
８
５
（
昭

和

）
年
４
月
に
吉
野
川
北
岸

60
土
地
改
良
区
事
務
局
長
に
就
任
。

１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
７
月

か
ら
２
０
０
５
（
平
成

）
年

17

５
月
ま
で
同
土
地
改
良
区
副
理

事
長
。

●
喜
び
の
声

「
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
関

係
者
の
皆
さ
ん
の
長
年
に
わ
た

る
ご
支
援
、
ご
指
導
の
お
か
げ

と
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
お
礼
の
念
を
込
め
、

ご
芳
情
に
報
い
て
参
る
所
存
で

す
」

●
主
な
経
歴

１
９
５
０
（
昭
和

）
年
５

25

月
の
旧
古
宮
村
森
林
組
合
監
事

就
任
を
は
じ
め
、
徳
島
県
森
林

組
合
連
合
会
代
表
監
事
な
ど
を

歴
任
。
ま
た
、
１
９
６
７
（
昭
和

）
年

月
か
ら
４
期

年
に

42

10

16

わ
た
り
旧
穴
吹
町
議
会
議
員
。

１
９
７
９
（
昭
和

）
年

月

54

11

か
ら
２
年
間
同
議
会
議
長
。

●
喜
び
の
声

「
感
無
量
で
あ
る
と
と
も
に
、

林
業
振
興
、
地
方
自
治
と
も
ご

支
援
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
の
発
展
に

お
役
に
立
て
る
よ
う
、
恩
返
し

を
し
て
参
り
ま
す
」

●
主
な
経
歴

１
９
６
３
（
昭
和

）
年

38

11

月
か
ら
４
期

年
に
わ
た
り
旧

16

穴
吹
町
議
会
議
員
。
１
９
７
３

（
昭
和

）
年

月
か
ら
２
年

48

12

間
同
議
会
議
長
。
１
９
８
７

（
昭
和

）
年
旧
穴
吹
町
長
に

62

就
任
。
美
馬
市
発
足
前
の
２
０

０
５
（
平
成

）
年
２
月
ま
で

17

年
間
同
町
長
と
し
て
在
職
。

18●
喜
び
の
声

「
受
章
の
感
激
は
、
終
生
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
。
旧

穴
吹
町
民
の
心
の
支
え
や
関
係

各
位
の
ご
支
援
の
賜
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
美
馬
市

発
展
の
た
め
に
違
っ
た
立
場
で

協
力
し
て
参
り
ま
す
」

旭
日
双
光
章

（
林
業
振
興
功
労
、
地
方
自
治
功
労
）

谷
奥

一
敏
さ
ん

（

歳
、
古
宮
）

85

旭
日
双
光
章

（
土
地
改
良
事
業
功
労
）

福
永

利
治
さ
ん

（

歳
、
小
星
）

77

瑞
宝
単
光
章

（
警
察
功
労
）

谷
酒

良
男
さ
ん

（

歳
、
東
舞
西
）

75

旭
日
小
綬
章（地

方
自
治
功
労
）

佐
藤

宏
史
さ
ん

（

歳
、
井
手
端
）

71
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市町村合併の状況 ～「徳島県の新しいかたち」がスタートしました～

昨年３月の美馬市誕生をはじめ、徳島県内におけるいわゆる「平成の大合併」も一段落しました。

徳島県では３７年間続いた５０市町村（４市３８町８村）体制が、近年の市町村合併により２４市町村（８市

１５町１村）体制へと大きく様変わりしました。合併市町村の一覧と県内市町村の位置図は下記のとおりです。

合併市町村一覧

旧 団 体 名電話番号所 在 地郵便番号団 体 名

阿南市、那賀川町、羽ノ浦町0884-22-1111阿南市富岡町トノ町１２－３774-8501阿 南 市

鴨島町、川島町、山川町、美郷村0883-22-2222吉野川市鴨島町鴨島１１５－１776-8611吉 野 川 市

吉野町、土成町、市場町、阿波町0883-35-4111阿波市東原１７３771-1792阿 波 市

脇町、美馬町、穴吹町、木屋平村0883-52-1212美馬市穴吹町穴吹字九反地５777-8577美 馬 市

三野町、池田町、山城町、井川町、
東祖谷山村、西祖谷山村

0883-72-7600三好市池田町シンマチ１５００－２778-8501三 好 市

鷲敷町、相生町、上那賀町、木沢村、
木頭村

0884-62-1121那賀郡那賀町和食郷字南川１０４－１771-5295那 賀 町

由岐町、日和佐町0884-77-1111海部郡美波町奥河内字本村１８－１779-2395美 波 町

海南町、海部町、宍喰町0884-73-1234海部郡海陽町大里字上中須１２８775-0295海 陽 町

半田町、貞光町、一宇村0883-62-3111美馬郡つるぎ町貞光字東浦１－３779-4195つ る ぎ 町

三好町、三加茂町0883-82-2100三好郡東みよし町加茂３３６０779-4795東みよし町
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美馬市観光協会（仮称）会員募集の案内

いつ発生するか分からない災害の被害を最小限にくい止めるためには、日ごろから地域内における危険箇

所の点検や要援護者住居の位置、対応する業務の分担を地域の住民全員が把握しておくことが大切です。

そのためには、自主防災組織をできるだけ早く立ち上げるとともに、自らの身の安全は自らが守る（自助）、

初期消火や近隣の負傷者、災害時の要援護者は地域の人々が協力しあって助ける（共助）ことが求められてい

ます。

まだ、自主防災組織のできていない自治会で、同組織の結成にかかる説明会開催の要望がありましたら、時

間、曜日を問わず、対応する（ただし、他の地域と重複する場合を除く）こととしていますので、気軽にご連

絡ください。 ●連絡先 市危機管理課緯52１６７７ FAX53９９１９

自主防災組織結成状況 （平成18年５月１日現在）

未結成自治会数結 成 率結成自治会数自治会数地 域

3645.5％3066美 馬

9418.3％21115脇 町

8215.5％1597穴 吹

689.5％5157木 屋 平

21834.9％117335計

５
月

日
に
美
馬
市
教
育

24

委
員
会
が
開
か
れ
、
任
期
満

了
に
伴
う
教
育
委
員
長
に
青

木
博
美
氏
（

歳
、
東
原
）

64

を
互
選
し
ま
し
た
。

青
木
氏
は
再
任
で
、
任
期

は
同
日
か
ら
１
年
間
。

市
教
育
委
員
長
に

青
木
博
美
氏
を再

任

▲

青
木

博
美
氏

自主防災組織の結成を急いで！

市は、市内の自然や歴史文化資源の活用と、観光事業の推進・支援を図り、

誰もが訪れてみたい「まち」、住んでみたい「まち」の実現を目的に「美馬市

観光協会」（仮称）を設立します。

そこで、美馬市の魅力を全国に発信するため、共創・協働の心で取り組ん

でいただける会員を下記要領で募集します。多くの人の入会をお待ちしてい

ます。

なお、同協会の設立総会は、７月中の開催を予定しています。

●募集対象 美馬市内在住の個人、法人・団体等事業者、美馬市出身者、同

観光協会の主旨に賛同する国内外の企業等

●年 会 費 ・個人会員 一口 ０２,０００円

（予定） ・法人・団体会員 一口 １０,０００円

・特別会員 一口 １０,０００円

●申込方法 申し込みは随時受け付けます。詳しくは、「広報みま７月号」で

お知らせしますが、市商工観光課（美馬庁舎）へ問い合わせし

ていただいても構いません。

●問い合わせ先 〒７７１－２１９５ 美馬市美馬町字天神１２１番地

美馬市商工観光課内 美馬市観光協会設立準備事務局

緯63３１１４ FAX63３１１０
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～地域の防災力の重要性を考える～
「地域の防災力を高めよう」をテーマにした防災フォーラム（県西部総

合県民局主催）が５月２０日、穴吹農村環境改善センターで開かれ、約２５０

人が訪れました。

基調講演では、京都大学防災研究所の末峯章助教授が「土砂災害から生

命（いのち）を守る～警戒避難体制の実態と提言～」と題し、土砂災害

の被害を受けた現地の調査結果などをスライドで紹介しました。

このあと、県自治研修センターの清水容治教授をコーディネーターに

パネルディスカッションが行われ、三好市井川図書館の土井清子館長、

美馬市消防団木屋平方面隊の尾茂谷豊治隊長、美馬市社会福祉協議会の

佐和良佳係長、飯泉嘉門知事の４人がパネリストを務めました。土井館

長は、台風による被害を地域の連携で食い止めた経験から「防災のカギは

地域の団結力にある」。尾茂谷隊長は「地域の過疎化、高齢化が心配。また山腹崩壊を防ぐため、健全な森づくり

が重要」などと訴えました。佐和係長は自主防災組織づくりを支援するうえで「日ごろから顔の見える近所付き合

いが大切」、飯泉知事は「自助、共助のお役に立てるよう、災害に強い県土づくりに取り組んでいきたい」などと

話しました。

▲パネルディスカッションなどが行われ

た防災フォーラム

～被災時を想定し
炊き出し訓練～

穴吹町北自治会の住民と「穴吹駐在

所地域の安全を守る会」の会員ら計約

40人が４月９日、地域内の広場で被災

時を想定した炊き出し訓練を行いまし

た。

まきで火をおこしたり、バケツで米

を洗うなど、参加者はそれぞれの分担

作業に真剣な表情で取り組み、おにぎ

りと豚汁約50人分を作りました。おに

ぎりは、訓練に参加できなかった地域

のお年寄りにも配られました。その場

で試食をした参加者は「いざというと

きの隣近所の助け合いは大事なこと」

と、地域防災の重要性を再確認してい

ました。

▲炊き出しの訓練で、おにぎりなどをつく

る北自治会の住民

～２０年の歳月を経て
「西村中鳥堤防」が完成～

国土交通省が吉野川沿

いの美馬町西村、中鳥地

区で建設していた「西村

中鳥堤防」と３つの樋門

が、事業開始から２０年が

かりで完成。５月２７日、

同堤防の竣工式が開かれ、

国や県、市の行政関係者

や地元住民ら約４００人が

出席しました。

中鳥地区は、かつて吉野川がはんらんするたびに吉野川と中

鳥川にはさまれる川中島となり、家屋や田畑が浸水するなど大

きな被害を受けてきました。築堤事業は昭和６１年に用地買収が

始まり、平成２年に着工。長さ約３．４㎞の堤防と中鳥川樋門な

ど３つの樋門が完成しました。総事業費は約１００億円。

式典では、中鳥川樋門の銘板文字を応募し、採用された重清

西小学校６年の藤綾香さんら児童３人に感謝状が、アドプト活

動で堤防を清掃することに

なった３団体に掃除用具が

それぞれ贈られました。最

後に、関係者がくす玉を

割って堤防の完成を祝いま

した。この後、アトラク

ションがあり、竜美連によ

る阿波踊りやもち投げが行

われました。

▲行政関係者らによるくす玉開披

▲中鳥川樋門
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～林業再生に向けて 木屋平で円卓会議～
県民とともに“オンリーワン徳島”を目指す「とくしま円卓会議」が５月１９日、木屋平の中尾山高原体育館で

開かれ、林業再生をテーマにしたパネルディスカッションが行われました。飯泉嘉門知事をコーディネーターに、

５人のパネリストが討論。地域住民ら約１４０人が耳を傾けました。

美馬南部森林組合長の西正二さんは「消費の８割が外材である。もっ

と国産材の利活用が増えるように」。㈱ウッドピア総務課長の谷内雅昭

さんは人材育成の重要性、事業量確保の必要性などを訴えました。やま

ぶき会会長の天田テルさんは、山村や林業の振興対策として地域活動を

軸とした会の取り組みを紹介。建築士会美馬支部青年部会長の浜口伸一

さんは、需要者から見た木材の供給について「香川県への売り込みを考え

るべき」と指摘。林業家の東川原孝志さんは「木材の付加価値を高める

総合的な取り組みが必要である」などと述べました。

～目指せ国体出場 脇町体協～
今春、社会人軟式野球の各大会で、美馬市脇町体協が大健闘。

西日本大会出場を果たしたほか、国体出場をかけた県予選でも

頂点に立ちました。

３月に開かれた第28回西日本大会１部県予選では、３年ぶ

り３度目の優勝。県代表として出場した同大会（５月５日～８

日、宮崎県延岡市）では、大分県の国見クラブに敗れ、惜しく

も初戦で涙をのみました。

４月にあった第61回国体一般Ｂ県予選では、県内の企業や

クラブチームを投打で圧倒。２年ぶり２度目の優勝を果たし、

７月29日に高知県で開かれる四国ブロック予選に出場します。

西日本大会の雪辱と、念願の国体出場を目指し、脇町体協ナイ

ンの志気は大いに高まっています。
▲国体出場をかけ、７月の四国ブロック予選に挑
む脇町体協ナイン

▲１４０人が耳を傾けたパネルディスカッ

ション

～徳島ヴォルティス サッカー講習会～
サッカーJ２・徳島ヴォルティスのコーチを招いた「サッカー講習会」

（市、市教育委員会など主催）が５月２０日、うだつアリーナで開かれま

した。

美馬市など県西部の少年サッカーチームの子どもたち約１００人が参加

し、徳島ヴォルティスサッカースクールの川村元雄コーチら５人の指導

のもと、パスやシュートの練習、ミニゲームを楽しみました。美馬ＳＣ

インパルス主将の三好佳樹くん（郡里小６年）は「楽しく練習ができた。

これからもサッカーを続けていきたい」と声を弾ませていました。

同講習会は移動知事室の一環で、飯泉知事や牧田市長も参加。子ども

たちといっしょに準備体操やミニゲームなどで汗を流しました。また、

講習会終了後には、徳島ヴォルティスの選手によるサイン会も行われま

した。

徳島ヴォルティスは今夏、スポーツクラブ美馬と共同で、美馬市内にサッカースクールを開校する予定。ヴォル

ティスとの交流が深まることで、美馬市のサッカーの発展が大いに期待できそうです。

▲サッカーのミニゲームで懸命にボール
を追う子どもたち
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市
県
民
税
第
１
期
の
納
期
限
は
、
６

月

日
（
金
）
で
す
。
納
付
書
を
確
認
の

30
う
え
、
納
期
限
内
に
近
く
の
金
融
機
関
、

ま
た
は
市
役
所
各
庁
舎
の
会
計
課
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い

る
人
は
、
６
月

日
に
指
定
口
座
か
ら

30

引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
の
で
、
預
貯

金
残
高
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
市
税
務
課
緯

５

52

６
０
２
、

５
６
０
３
へ
。

52 税

金

市
県
民
税
第
１
期
の
納
期
限

農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲
年
金
や
農

業
者
老
齢
年
金
の
受
給
者
は
、
毎
年
現

況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。現

況
届
は
、
年
金
を
受
給
す
る
た
め

に
必
要
な
手
続
き
で
す
。
６
月

日
30

（
金
）
ま
で
に
、
必
ず
市
農
業
委
員
会

（
美
馬
庁
舎
）
ま
た
は
市
市
民
課
（
穴
吹

庁
舎
）、
脇
町
庁
舎
総
合
窓
口
課
、
木
屋

平
総
合
支
所
経
済
建
設
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
農
業
委
員
会
緯

５
２
６
７
へ
。

63 農
業
者
年
金
現
況
届
の
提
出

届

出

開催時間開 催 日開 催 場 所

午前9時～正午7月12日（水）脇町福祉センター

午前9時～正午7月12日（水）穴吹農村環境改善センター

午前9時～正午7月14日（金）美馬福祉センター

午前9時～正午7月12日（水）木屋平総合支所

【問い合わせ先】 市人権室緯52８０１０

煙日時 ６月10日臥、24日臥、
７月 ８日臥、
午後２時～午後２時30分

煙場所 脇町図書館こども室

楽しいお話しや、紙しばいをし
ます。（ボランティアグループた
んぽぽ）

＊＊＊おはなし会 ＊＊＊ 美馬市特設人権相談所開設日程

人権指導者育成講座の案内

人権教育を通して、それぞれの人権課題の解決に向けた取り組みを進め、すべての人の基本的人権が

尊重される社会づくりをめざし「人権指導者育成講座」を６月から開講します。

受講を希望される人は、下記要領により申し込んでください。

内 容場 所時 間月 日

開講式
講演

脇町福祉センター１３：３０～１５：３０６月23日（金）

美馬市人権講演会うだつアリーナ１３：３０～１５：３０７月28日（金）

人権問題研修会穴吹町１３：３０～１５：００８月00日（○）

現地研修徳島市国府町芝原１２：００～１７：００10月00日（○）

美馬市文化講演会11月00日（○）

人権指導者講座を終えて
閉講式

美馬町１３：３０～１５：４０
平成19年

２月00日（○）

研修日程表（予定）

●対 象 者 美馬市内に在住または勤務する人及び各団体等から選出された人

●受 講 内 容 ・実施回数…６月から翌年２月までの計６回 ・実施場所…美馬市内各会場ほか

●申込締切日 平成１８年６月２１日（水）

●申し込み・問い合わせ先

〒771-2195 美馬市美馬町字天神１２１番地

美馬市教育委員会生涯学習課人権教育担当 緯63２１７７ FAX63５５５４

※日は未定

※日は未定

※日は未定

※日は未定
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市営住宅入居申し込みのお知らせ

今年度の市営住宅入居の申し込みを受け付けます。今回入居を募集する住宅の空き家は下表のとおりです。

●申込受付期間

平成１８年６月１２日（月）～６月２３日（金）※土・日曜日を除く

●申 込 資 格

（１）市内に住所または勤務場所があり、住宅に困っている人

（２）同居親族または同居しようとする親族のいる人(事実上婚姻関係にある人や、許可日から３か月以内に

結婚する人を含みます。なお、婚約で入居された場合は、後日住民票等を提出していただきます）

（３）所得が所定の基準に該当する人

（４）市税を滞納していない人

●申 込 方 法

入居を希望される人は、下記の課に備え付けている申込用紙に必要事項を記入のうえ、

市住宅管理室（脇町庁舎）または木屋平総合支所経済建設課に提出してください。

○穴吹庁舎…市民課 ○脇町庁舎…住宅管理室、総合窓口課

○美馬庁舎…総合窓口課 ○木屋平総合支所…経済建設課

駐車場住 所募集戸数（階数）規 模建築年度団 地 名

無美馬市脇町字曽江名３５９番地３１１戸（１階）４階建1981上 曽 江 団 地

無美馬市脇町字拝原４０番地４１戸（１階）２階建1972拝 北 団 地

有美馬市脇町大字北庄字本村４４４番１
１戸（２階）
１戸（４階）

５階建1977北 庄 団 地

有美馬市脇町字東城山１７１８番地２戸（１階）２階建1971西 城 山 団 地

無美馬市脇町１０５８番地１１戸（１階）２階建1974島 口 団 地

無美馬市脇町字高ムク３５１２番１１戸（１階）平屋建1969別 所 住 宅

有美馬市脇町字高ムク３５１２番１１戸（２階）４階建1973別 所 団 地

無美馬市脇町字新山３６４番地１戸（１階）平屋建1973馬 木 団 地

有美馬市美馬町字願勝寺１４番地４、１５番地２１戸（１階）平屋建1969願 勝 寺 住 宅

有美馬市美馬町字ナロヲ３０番地１戸（１階）３階建1972ナロヲ第１団地

有美馬市美馬町字蛭子２１番地１戸（１階）平屋建1973蛭 子 第 １ 団 地

有美馬市美馬町字蛭子５７番地１戸（１階）平屋建1976蛭 子 第 ３ 団 地

有美馬市美馬町字蛭子５１番地・５２番地１戸（１階）平屋建1978蛭 子 第 ５ 団 地

無美馬市穴吹町穴吹字西成戸１４２番地１２戸（１階）２階建1975成 戸 団 地

有美馬市穴吹町三島字舞中島１５５８番地１１戸（１階）２階建1998土 井 団 地

無美馬市穴吹町口山字初草２８番地１２戸（１階）２階建1976初草団地（災害）

有美馬市穴吹町三島字舞中島６８０番地２
１戸（２階）
１戸（４階）

４階建1977明 連 団 地

有美馬市穴吹町三島字舞中島６７０番地１２戸（３階）４階建1979中 島 団 地

有美馬市木屋平字太合１２番地１戸（１階）平屋建1978太 合 団 地

有美馬市木屋平字川井３１３番地２１戸（１階）２階建1987川 井 上 団 地

有美馬市木屋平字川井１８７番地１戸（１階）平屋建1995川 井 銀 杏 団 地

有美馬市木屋平字小日浦５４番地１１戸（１階）平屋建1999三 ツ 木 団 地

【問い合わせ先】市住宅管理室 緯52５６１２ 木屋平総合支所経済建設課緯68２７１５
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平成 18年４月１日から 児童手当制度が拡充されました

◆拡充の内容

支給対象年齢が、これまでの小学校３年生（９歳到達後最初の年度末）までから、小学校６年生（１２歳到

達後最初の年度末）まで拡大され、併せて、所得制限が引き上げられます。

◆認定請求の手続きが必要となります

新たに、児童手当を受けられる児童の保護者の皆さんについては、市町村の窓口（公務員の人は勤務先）で、

認定請求の手続きが必要となります。なお、改正に伴う新規請求は、平成１８年９月３０日まで受け付けたもの

に限り、特例的に４月１日（または支給要件に該当した日）にさかのぼって支給されます。

①平成１８年度に小学校４年生（平成８年４月２日生まれ～平成９年４月１日生まれ）の児童がいる保護者

これまで、当該児童に係る児童手当を受給していた保護者は、特段の手続きをする必要はありません。上

記に該当しない保護者で、次の受給資格がある場合は、認定請求の手続きが必要になります。

②平成１８年度に小学校５年生または６年生（平成６年４月２日生まれ～平成８年４月１日生まれ）の児童

がいる保護者

これまで、児童手当を受給していない保護者は認定請求、児童手当を受給していた保護者は額改定認定請

求の手続きが必要となります。

③これまで、所得制限により児童手当を受給していない保護者

所得制限の引き上げにより、新たに児童手当を受給できる場合がありますので、該当する保護者は、認定

請求の手続きが必要となります。

注１）所得税法に規定する老人控除対象配偶者または老人

扶養親族がある者についての限度額（所得額ベース）

は左記の額に当該老人控除配偶者または老人扶養親族

１人につき６万円を加算した額。

注２）扶養親族等の数が６人以上の場合の限度額（所得額

ベース）は、１人につき３８万円（扶養親族等が老人控

除対象配偶者または老人扶養親族であるときは４４万

円）を加算した額。

児童手当現況届の提出

児童手当を受給されている人は、毎年６月に現況届を提出しなければなりません。現況届の提出がないと、

６月以降の受給ができなくなります。受給者には通知をしますので、各庁舎で手続きをしてください。現在、

児童手当の支給を受けていない人でも年収の減少、扶養者数の増加、国民年金から厚生年金に変更した場合、

受給できるようになることがありますので、該当すると思われる人は新たに申請をしてください。

○認定請求書に必要な添付書類

・年金加入証明または申請者の健康保険被保険者証の写し（申請者が厚生年金加入者の場合）

・所得証明書（当該市町村にその年の１月１日に住所がなかった場合）

【問い合わせ先】市児童・障害福祉課緯52５６０６ ※公務員の人は勤務先に問い合わせてください。

申請及び現況届の受付日時と場所

対象地域場 所日 時

美 馬美馬庁舎総合窓口課横
６月１４日（水）、６月１５日（木）、６月１６日（金）

午前９時～午後５時

穴 吹
美馬市保健センター２階母子指導室

（穴吹庁舎西隣）
６月１９日（月）、６月２０日（火）

午前９時～午後５時

脇 町
市福祉事務所児童・障害福祉課

（脇町庁舎）
６月２２日（木）、６月２３日（金）、６月２６日（月）、６月２７日（火）

午前９時～午後５時

木屋平木屋平総合支所福祉環境課
６月２２日（木）、６月２３日（金）

午前９時～午後５時

所得制限限度額 （単位：万円）

サラリーマン
（厚生年金等加入者）

自営業者
（国民年金加入者）

扶養親族等の数

５３２.０４６０.００人

５７０.０４９８.０１人

６０８.０５３６.０２人

６４６.０５７４.０３人

６８４.０６１２.０４人

７２２.０６５０.０５人
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市は、次世代を担うすべての子どもが健やかに生まれ、そして育成される地域社会の形成を目的に、「次世

代育成支援対策推進法」に基づく「美馬市次世代育成支援行動計画」を策定しました。同計画に基づき実施し

た事業についてお知らせします。

○育成支援対策事業…各地区において、子育て家庭と地域との交流イベントや講演会の開催。世代間交流等

健全育成活動を実施。また「食育」、「家庭内事故防止対策」、「母子保健対策」の推進

○行動計画の広報・啓発…行動計画のダイジェスト版（冊子）を作成し、市内全戸へ配布

○保育所保育事業（定員）…平成１７年度（５２０人）、平成１８年度（５３０人）保育時間の延長・受け入れ年齢の

拡大実施

○一時保育事業…平成１８年度から市内２保育所で開始（美馬第一保育所・穴吹保育所）

○地域子育て支援センター事業…平成１７年度・１８年度市内２保育所で実施（脇町保育所・美馬第二保育所）

〔保育所に入所していない幼児を対象に、園庭解放や育児相談・交流を行う。保護者同伴〕

○放課後児童クラブ（２か所）…平成１７年度（脇町児童クラブ）、平成１８年度から穴吹町三島地区に新設

（なかよし児童クラブ）。〔保護者が就労等で昼間家庭にいない小学児童（定員に余裕があれば幼稚園児可）

を対象に、放課後適切な遊び及び生活の場を与えて、児童の健全な育成を支援する〕

○乳幼児健康支援一時預かり事業…平成１７年度・１８年度医療施設へ委託（としま小児科２階）。〔保育所、幼

稚園に通所している幼児（小学校低学年の児童を含む）が、病気回復期にあって集団保育が困難な期間に、

医療施設に一時預けることで、保護者の子育てを支援する〕

○子育て短期支援事業…平成１７年度・１８年度児童福祉施設へ委託（加茂愛育園）〔市が認める家庭での養育

が一時的に困難となった児童、また緊急一時的に保護を必要とする母子等を対象に児童福祉施設で一定の

期間、養育・保護する〕

○ファミリーサポートセンター事業…平成１８年度設置予定

「美馬市次世代育成支援行動計画」における取り組み
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【問い合わせ先】市児童・障害福祉課緯52５６０６
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乳幼児の予防接種や健診等の日程（平成18年7月～9月分）
をお知らせします。平成１８年度 予防接種等日程表

国民年金保険料のお得な納め方

国民年金保険料は、月額１３,８６０円です。社会保険庁から送られてくる納付書で、金融機関や郵便局などで

毎月納めてください。

口座振替が便利でお得です

指定の金融機関の口座から毎月自動的に保険料が引き落とされます。手数料は一切かかりません。口座振

替に限り、「当月分を当月末日に納付」を選んでいただくと、毎月50円が割引になります。

前納すると割引になります

保険料をあらかじめ一定期間分まとめて納めると割引されます。例えば、１年分を前納すると２,９５０円が割

引されます。

口座振替で前納するとさらにお得です

１年分または６か月分を口座振替で前納すると、毎月現金納付に比べ１年分では３,４９０円、６か月分では

９４０円の割引になります。ただし、申込期間が決められているので、詳しいことは社会保険事務所に問い合わ

せてください。（コンビニ、インターネット等でも納めることができます）

【問い合わせ先】阿波半田社会保険事務所緯64３１２７ 市保険年金課緯52５６０１

国 民 年 金

７ 月
予防接種（集団）・乳幼児健診・教室予防接種（個別）

土1

日2

麻しん・風しん
（混合）

通知対象：
Ｈ16年7.9～

Ｈ17年7.2生

月3

火4

１歳６か月児健診
対象：Ｈ16年12月1日～20日生水5

木6

金7

土8

日9

月10

火11

１歳６か月児健診
対象：Ｈ16年12月21日～31日生水12

子育て相談木13

ＢＣＧ
通知対象：満3か月～6か月未満金14

土15

日16

月17

２歳児歯科検診
対象：Ｈ16年1月生火18

３歳６か月児健診
対象：Ｈ15年1月生水19

脱臼検診・離乳食教室
対象：Ｈ18年2月・3月生木20

金21

土22

日23

月24

乳児健診
対象：Ｈ18年3月生火25

乳児健診
対象：Ｈ17年9月生水26

キッズルーム木27

金28

土29

日30

月31

８ 月
予防接種（集団）・乳幼児健診・教室予防接種（個別）

火1

１歳６か月児健診
対象：Ｈ17年1月生水2

木3

金4

土5

日6

ＤＰＴ

三種混合

通知対象：初回

Ｈ15年04.01

～

Ｈ17年12.31生

追加：

Ｈ15年04.01

～

Ｈ16年12.31生

木屋平：実施日

（10日、31日）

月7

２歳児歯科検診
対象：Ｈ16年2月生火8

水9

子育て相談木10

金11

土12

日13

月14

火15

３歳６か月児健診
対象：Ｈ15年2月生水16

木17

ＢＣＧ
通知対象：満3か月～6か月未満金18

土19

日20

月21

火22

水23

キッズルーム木24

金25

土26

パパママ教室日27

月28

乳児健診
対象：Ｈ18年4月生火29

乳児健診
対象：Ｈ17年10月生水30

木31

９ 月
予防接種（集団）・乳幼児健診・教室予防接種（個別）

ＤＰＴ

三種混合

木屋平：実施日

（21日）

金1

土2

日3

月4

火5

１歳６か月児健診
対象：Ｈ17年2月生水6

子育て広場木7

金8

土9

日10

月11

２歳児歯科検診
対象：Ｈ16年3月生火12

脱臼検診・離乳食教室
対象：Ｈ18年4月・5月生水13

子育て相談木14

ＢＣＧ
通知対象：満3か月～6か月未満金15

土16

日17

月18

火19

３歳６か月児健診
対象：Ｈ15年3月生

水20

木21

金22

土23

日24

月25

乳児健診
対象：Ｈ18年5月生火26

乳児健診
対象：Ｈ17年11月生水27

キッズルーム木28

金29

土30

※通知対象年月日を過ぎて各予防接種を希望される場合は、市健康課母子保健担当までご相談ください。日程等は、都合により変更する場合がありますので、注意してください。

【問い合わせ先】市健康課緯52８１６０
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煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙 献 血 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

次の日程で移動献血車が来ます。献血に協力してください。

６月０８日（木） ▼美馬保健所（穴吹町） 午前１０時～午後４時

６月１５日（木） ▼折野病院（美馬町） 午前１０時～午前１１時

▼㈱三崎水産（美馬町） 午前１１時３０分～午後１２時３０分

▼ショッピングセンターパルシー（脇町） 午後２時～午後４時

６月２８日（水） ▼美馬市役所脇町庁舎 午前１０時～午後４時

こんなときは１４日以内に届け出を

医療保険の資格が変わったときは、変更の手続きが必要です。会社の健康保険などでは雇用者の責任で手

続きが行われますが、市の国民健康保険（国保）への加入・脱退や住所変更等の手続きは、各自（世帯主）が

行わなければなりません。

安心して医療機関で受診するために、また、保険税がさかのぼって課税されることや他の健康保険などと国

保の保険料の二重払いを避けるために、資格が変わったときは、速やか（14日以内）に届け出（印鑑持参）

をしてください。

国 民 健 康 保 険

●国保に加入

持 参 す る も のこ ん な と き

転出証明書他市区町村から転入したとき

健康保険をやめた証明書職場の健康保険などをやめたとき

保護廃止決定通知書生活保護を受けなくなったとき

保険証、母子健康手帳子どもが生まれたとき

外国人登録証明書外国籍の人が加入するとき

※加入の届け出が遅れると…

国保税は国保に届け出をした

日ではなく、被保険者の資格を得

た日までさかのぼって納めなく

てはなりません。届け出が遅れ

た期間にかかった医療費は、全額

自己負担となりますので注意し

てください。

●国保をやめるとき

持 参 す る も のこ ん な と き

保険証他市区町村へ転出したとき

国保と健保の保険証職場の健康保険などに加入したとき

保険証、保護開始決定通知書生活保護を受けはじめたとき

保険証、死亡を証明するもの死亡したとき

保険証、外国人登録証明書外国籍の人がやめるとき

※脱退の届け出が遅れると…

他の健康保険に加入していな

がら国保の保険証を使って受診

した場合、国保が負担した医療費

は全額返さなくてはなりません。

また、国保税を二重に支払ってし

まうこともあります。

●こんな場合も14日以内に届け出を

持 参 す る も のこ ん な と き

保険証、年金証書退職者医療に該当したとき

保険証退職者医療に該当しなくなったとき

保険証住所、氏名、世帯主等が変わったとき

保険証、身分を証明するもの保険証をなくしたり、汚したとき

保険証、在学証明書等就学や仕事のため、他の市区町村に住むとき

保険証長期旅行等

【問い合わせ先】市保険年金課国保担当緯52５６０１
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河川愛護月間の７月に吉野川と穴吹川で、

一斉清掃が実施されます。

ゴミのない美しい川は、地域に住む私た

ち一人ひとりが守っていかなければなりま

せん。みんなが参加して、河川の環境美化

に努めましょう。

【問い合わせ先】 市ふるさと振興課緯52８００９

河川一斉清掃のお知らせ

必ずゴミの分別をしてください

集めたゴミは、燃えるゴミ、燃えないゴミ、カン、ペットボトル

（キャップ・ラベルはプラスチック類）、ビン（透明・茶色・その他の別）

に必ず分別してください。分別ができていない場合は、ゴミの搬入がで

きません。

皆さんのご協力をお願いします。

穴 吹 川 一 斉 清 掃

ふれあい広場向かい堤防北詰

新市場橋 市場側堤防

しでの家向かい駐車場

ブルーヴィラあなぶき入口

宮内 白人神社前

古宮生活改善センター駐車場

※ゴミの集積場所は、堤防上にある各のぼりのところです。

●と き 平成18年7月2日（日）

午前7時～午前9時

●ところ 穴吹川全域（穴吹町管内）

右表の場所で物品（ゴミ袋、手袋、タオル）が配布されます。

※ゴミの集積場所は、右表の物品配布場所と同じところです。

穴吹川

吉 野 川 一 斉 清 掃

●と き 平成18年7月2日（日） 午前7時～午前9時

●ところ 吉野川北岸・南岸堤防

下表の場所で物品（ゴミ袋、手袋、タオル）が配布されます。

穴 吹 町（５か所）脇 町（７か所）美 馬 町（３か所）

穴吹橋南詰うだつアリーナ南堤防曽江谷橋東詰四国三郎の郷

穴吹高校河川敷グラウンド南堤防小島橋北詰穴吹橋北詰美馬橋北詰

潜水橋南堤防県土木若宮作業所南堤防美馬中央橋北詰

吉野川浄園北堤防阿波証券南堤防

小島橋南詰道の駅南堤防

吉野川
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【問い合わせ先】市ふるさと振興課緯52８００９

平成18年度美馬市自治会総会が５月10日、脇町謂水祥雲閣

で開かれ、市内335自治会のうち、約200人の自治会長が出席

しました。市との意見交換等も交え、地域を越えた親睦と交

流の機会となりました。

みんなで取り組む

市からは、今年３月末に策定した「行財政システム改革基本

方針」の説明をはじめ、災害時に備えた自主防災組織の結成や

自治会区域の見直し、地域コミュニティーの活性化等、今年度

の自治会活動方針や年間スケジュールについての提案があり

ました。

各自治会長からは、それぞれが抱える地域の課題のほか、高

齢者対策や市内の各観光施設のネットワーク化等について前向

きな意見や質問が出され、市長らが回答。厳しい財政状況下に

ある今、地域と行政が互いの役割分担を把握し、もてる力を出

し合いながらまちづくりに取り組むことを共通認識しました。

美馬市自治会総会

地域と行政が意見交換をした自治会総会
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国際交流員レポート①

私のふるさとは、広東（GuangDong）省恵州（Huizhou）市です。
かんとん けいしゅう

広東省は中国南嶺の南、南海の水際に位置し、香港、マカオと隣接し

ています。人口は約９,１９４万人（２００５年度末現

在）、陸地の面積は１７.８万挨で、海域の面積は

４１.９万挨。中国で最も歴史のある対外貿易港の

一つで、古くから国際貿易港として栄えていま

す。歴史的に有名な「海上シルクロード」の起

点でもあり、米、シルク、熱帯果実、漢方薬、

ゴム、石油、電気機器、洋服、玩具、象牙、玉、

陶器などの重要な生産基地の一つとなっていま

す。中国で最初に「改革開放」政策を実施した

省で、上海とともに中国において経済の中心的

な役割を果たしています。

私のふるさとを紹介します

呂 淑 歓
ロ シュク カン

恵州市は広東省東南部に位置し、人

口は約２８７万人で、面積は１０,９２２挨で

す。気候は亜熱帯海洋性モンスーン気

候に属し、７月の平均温度は２８.３℃、

１月の平均温度は１３.４℃です。インフ

ラ施設が完備されており、交通通信網

も整備され、優美な生活環境と健全な

社会サービス体系を持つガーデン都市

です。中国ＩＴ製造産業の基地として

世界から注目されていて、現在では世

界最大のレーザーヘッドの生産拠点で

あると同時に、アジア最大の電話の生

産拠点です。著名な観光地は、西湖、羅
さい こ ら

浮山、南昆山、巽 寮湾、竜門温泉等
ふ さん なんこんさん しゅんりょうわん りゅうもん

です。国家レベルの名勝地と自然保護

区が６か所あって、緑化にも力を入れ

ており、環境保護モデル都市に指定さ

れています。
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『中国語教室』受講生募集のお知らせ

平成18年７月から平成19年３月までの間、市では、市内に在住及び市内の事務所・事業所に勤務さ

れている人を対象にした『中国語教室』を開きます。

講師は市の国際交流員・呂淑歓さんです。受講は無料で、定員は20人です。興味のある人は、ぜひ
ロ シュクカン

参加してください。

『中国語教室』

●日 時 毎週水曜日 午後７時～午後８時 ●場 所 穴吹公民館（美馬市役所２階）

●申込締切日 平成18年6月23日(金) ※定員になり次第、申込を締め切ります。

●申し込み・問い合わせ先 市総務課緯52１２１２

市は、市内に住んでいる中国人の皆さんからの相談に応じる“中国人１００番”を開設しました。暮ら

しに関することや各種手続きなどの相談を、電話（またはファックス）で受け付けます。

相談には市の国際交流員・呂淑歓さんが対応します。気軽に利用してください。
ロ シュクカン

※国際交流員の業務や日程等の都合で、対応できない場合があります。ご了承ください。

“中国人100番”（電話相談）を開設しました

“中国人１００番”

緯52１２１２ FAX53９９１９

受付時間：午前10時～午後５時（土、日、祝日を除く）

市の国際交流員・呂淑歓さんが皆さんの所へ出向き、中国文化や中国語に関する出前講座を行います。
ロ シュクカン

気軽にお申し込みください。

鞄国際交流員出前講座の要領

蒲講座対象範囲等

市内に在住、または在学している団体、グループ（自治会など）

（ただし、政治・宗教・営利を目的とした団体等は除きます）

蒲講座対象人数、時間等

・対象人数 10人～40人 ・講座時間（原則として、午前10時から午後4時までの）２時間以内

・講座会場 市内に限る（会場の手配、準備については、依頼団体等が行う） ・受講料 不要

蒲申込方法等

①講座予定日の２週間前までに、所定の講座申込書により市総務課（穴吹庁舎）へ申し込みをして

ください。

②講座の諾否の決定は、国際交流員と相談のうえ、１週間以内に連絡をします。なお、国際交流員

の事務や日程等の都合により、ご希望に添えない場合がありますので、ご了承ください。

③講座終了後、１週間以内に所定の講座報告書を市総務課に提出してください。

※申込書及び報告書は、市総務課、脇町庁舎総合窓口課、美馬庁舎総合窓口課、木屋平総合支所企

画総務課に設置しています。

蒲申込先 〒777-8577 美馬市穴吹町穴吹字九反地５番地

美馬市役所総務課緯52１２１２ FAX53９９１９

『国際交流員出前講座』実施の案内
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場 所時 間種 目

ブルーヴィラあなぶき下河川敷午前１０時～開会式

天神ふれあい広場下 出発午前１０時２０分～筏下り（中学生の部）

中野宮（通称・二又）出発午前１０時３０分～筏下り（一般の部）

中野宮（通称・二又）出発午前１１時３０分～筏下り（一般エンジョイの部）

ふれあい広場前河川敷午後０２時４０分～閉会式

●筏下り大会中に、ふれあい広場前河川敷で開かれるイベント

○バザー 午前10時30分～午後2時30分

○アユのつかみ取り （参加は小学生以下） 午後01時30分～午後2時30分

第20回穴吹川筏下り大第20回穴吹川筏下り大会会

美馬市の恒例イベントとして、今年も水質四国一

の清流・穴吹川を舞台に筏下り大会が開催されます。

大会では筏下りレースのほか、バザーやアユのつ

かみ取り、写真コンテストなどの楽しい催しが行わ

れます。選手としてレースに出場、沿岸から応援、

また催しに参加と、さまざまな楽しみがある筏下り

大会。皆さん、ぜひ遊びに来てください。※小雨決行／雨天、増水の場合は８月13日（日）に延期

筏下り大会

８８月６日（日） 午前１０時８月６日（日） 午前１０時～～

市、穴吹川筏下り大会実行委員会主催



21 広報みま2006（平成18）年6月号

●筏下りレース 競技要項
中学生の部一般エンジョイの部一般の部

市内の中学生男女制限なし

18歳以上の男女

筏の定員は4～8人

女性1人必ず同乗

参加資格

距離は2.5㎞（天神ふれあい広場下～
市ノ下）で、設定されたタイムとの誤
差の少なさを競います。筏は各チー
ムで準備し、筏名を揚げる。ライフ
ジャケット・ヘルメットを着用

距離は5㎞（中野宮～市ノ下）で、設定されたタイムとの誤差の
少なさを競います。筏は各チームで準備し、筏名を揚げる。ラ
イフジャケット・ヘルメットを着用[ライフジャケットのみ貸出
（有料）有り]

競技方法

上位3チームに賞品と賞状。
上位3チームに賞金と賞状。

このほか特別賞があります。

上位3チームに賞金と賞状。
このほか、、飛び賞、各種団体
賞があります。

表 彰

※18歳未満については、保護者の承諾書が必要です。※レース出場者全員に参加賞があります。

●筏下りレース申込方法

○申込書

筏下りレースに参加される人は、市市民課（穴吹庁舎）、脇町庁舎総合窓口課、美馬庁舎総合窓口課、市

木屋平総合支所経済建設課に備え付けの申込書に必要事項を記入のうえ、参加料を添えて７月10日（月）ま

でに申し込んでください。

なお、申込書は美馬市のホームページ（http://www.city.mima.lg.jp）からもダウンロードできます。

○標 語

申込書に穴吹川への思いを書き込んでください。優秀作品にはスローガン賞（３本）が贈られます。

○参加料

１人につき１,２００円（１日保険料掛金200円を含みます）

※参加料は下記口座への振込も可能です（振込手数料は参加者負担になります）。

１.金融機関名 美馬農業協同組合 穴吹支所

２.口座番号 普通4727111

３.口座名 穴吹川筏下り大会実行委員会

●写真コンテスト募集要項

筏下りレースのあの場面、この場面を写真に納めてみませんか。

○規 格 等 ワイド四つ切りで応募は１人３点まで

○応募締切日 ８月14日（月）（延期の場合は８月２１日（月））

○表 彰 最優秀賞１点、優秀賞２点、入選２点。賞金が贈られます。

○応 募 方 法 作品に申込用紙を添付して、同実行委員会へ提出してください（郵送も可能）。申込用紙は

美馬市のホームページ（同上）からダウンロードできます。

○そ の 他 入賞者には９月初旬に個人通知します。応募作品は、同実行委員会に帰属し、返却しない

のでご了承ください。入賞作品は市庁舎等で展示します。

【申込・問い合わせ先】
穴吹川筏下り大会実行委員会〔美馬市商工観光課（美馬庁舎）内〕

〒771-2195 美馬市美馬町字天神121番地

緯 63３１１４ 思 63３１１０
メールアドレス：ikada@city.mima.tokushima.jp

煙幅は１ｍ程度、長さは特に定めません。

煙材料は木材、竹を主材料とし、補助材（浮力）としてタイヤチューブや発泡スチロールの使用が可能です。

煙筏に固定した「かい」は認めません。 煙筏の装飾、乗員の衣装等は自由です。

煙一般の部において、外形があまりにも船型に近いと認められるものはオープン参加とします。

筏 を 作 る 基 準
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７月は“社会を明るくする運動”強調月間です。“社会を明るくする運動”は、すべての国民が、犯

罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、

犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。

●重点目標 「犯罪・非行の防止と更生の援助のため、地域住民の理解と参加を求める」

●統一標語 「ふれあいと 対話が築く 明るい社会」

美馬市 美馬地区保護司会 美馬市更生保護女性会

鞄対 象 者 ５歳以上であればどなたでも応募できます。

※高校生以下は保護者の同意が必要。親子、グループでの申し込みも可。

鞄募 集 人 数 70人程度

鞄会 場 美馬市内１か所、徳島市内１か所を予定

鞄内 容 「能楽の祭典・美馬市オープニング」への出演に向けた能楽の謡、仕舞、狂言などの

練習

鞄開 催 期 間 平成18年7月～平成19年10月

鞄開 催 日 時 毎月１回～２回程度（主に土曜日の午後２時から午後４時までの２時間程度）

※都合により変更する場合があります。

鞄指 導 者 能楽 観世流シテ方 高橋 京子さん

狂言 和泉流狂言方 小笠原 匡さん

鞄参 加 費 無料

鞄申込締切日 平成18年6月30日（金）

鞄申 込 方 法 電話かファックスで下記の宛先へ連絡してください。後日、「参加申込書」を送付し

ます。

鞄申し込み・問い合わせ先

〒771-2195 美馬市美馬町字天神121番地

美馬市教育委員会 生涯学習課内

国民文化祭「能楽の祭典」企画委員会事務局

緯63２１７７ FAX63５５５４

おどる国文祭（国民文化祭とくしま2007）で謡おう！

「美馬市能楽教室」参加者募集のお知らせ

平成19年10月27日から11月4日までの間、徳島県内の

各地で「第22回国民文化祭とくしま2007」が開かれます。美

馬市においても、市国民文化祭実行委員会等の主催により

「能楽の祭典」と「映像フェスティバル」を開催します。

そこで、市では、市民の皆さんに能楽を身近に感じてもら

うとともに、「能楽の祭典・美馬市オープニング」に出演し

ていただくため「美馬市能楽教室」を開きます。下記要領に

より同教室の参加者を募集しますので、皆さん、ぜひ参加し

てください。 ▲第20回国民文化祭ふくい2005・敦賀市での
「能楽の祭典・オープニング」の様子

第56回 社会を明るくする運動

「美馬市能楽教室」
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美馬市がホームタウンとなっているサッカーＪ２「徳島ヴォルティス」の公式戦（１試合）に、美馬

市民の皆さん５００人をご招待します。

四国ダービー徳島開催第１弾として、徳島ヴォルティス対愛媛ＦＣの試合が無料観戦できます。愛媛

ＦＣは今季からＪ２リーグに初参戦。四国で最初にＪ２参戦を果たした徳島ヴォルティスにとっては

名誉をかけた、今季最も負けられない試合の一つといえます。また、当日は歌手のサンプラザ中野さん

のミニライブが行われ、スタジアムを盛り上げます。

無料観戦には、美馬市の認める観戦引替券（入場整理券）が必要です。観戦引替券の申込要領は下記

のとおりです。この機会にぜひ、ご家族やグループで徳島ヴォルティスの応援に来てください。

◆入場料（ ）は当日券の料金 ※小中高生は、Ａ席、Ｂ席共通で５００円

Ａ席〔メインスタンド席〕 ２,０００円（２,５００円）

Ｂ席〔ゴール裏、バックスタンド席〕１,５００円（１,５００円）

◆問い合わせ先

徳島ヴォルティス㈱緯０８８666２８２２

ホームページhttp://www.vortis.jp/

サッカーＪ２ 徳島ヴォルティス ホームゲームの案内

対戦相手会 場日 時

柏 レ イ ソ ル鳴門陸上競技場午後２時キックオフ6月17日（土）

モ ン テ デ ィ オ 山 形鳴門陸上競技場午後７時キックオフ7月08日（土）

《徳島ヴォルティス・ホームゲーム観戦引替券申込要領》

対戦カード：徳島ヴォルティス VS愛媛ＦＣ

●と き 平成18年６月24日(土) 開場：正午～ キックオフ：午後２時～

●ところ 鳴門総合運動公園陸上競技場

●申込方法

・観戦希望者は、希望者全員の住所・自治会名・氏名・年齢を記入したものと、１２０円切手を貼った

定形外の返信用封筒（代表者の住所・氏名を記入）を同封の上、６月16日（金）までに郵送で申

し込んでください（当日消印有効）。

※代表者は連絡先（電話番号）を必ずご記入ください。申込者の重複、記入もれがないようご注意ください。小

学生未満は無料となっていますので、申し込みの必要はありません。

※定員になり次第、申込受付を締め切ります。

・観戦引替券（入場整理券）は一枚につき１人のみ、Ｂ席への入場ができます。

●申込・問い合わせ先

〒777－8577 美馬市穴吹町穴吹字九反地５番地

美馬市ふるさと振興課 徳島ヴォルティス担当 緯52８００９

徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島ヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィスススススススススススススススススススス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホーーーーーーーーーーーーーーーーーーーームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲーーーーーーーーーーーーーーーーーーーームムムムムムムムムムムムムムムムムムムム徳島ヴォルティス・ホームゲームににににににににににににににににににににに
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場 所日 時

美 馬 高 齢 者 セ ン タ ー
6月17日（土）
午前9時30分～午前11時

う だ つ ア リ ー ナ
6月21日（水）
午前10時～午前11時30分

つ る ぎ の 里
6月22日（木）
午後1時30分～午後3時30分

穴吹農村環境改善センター
7月06日（木）
午後1時30分～午後3時30分

つ る ぎ の 里
7月13日（木）
午後1時30分～午後3時30分

参加対象者は、０歳から就学前の子どもとその保護者。

妊娠中の人も参加できます。参加費は、子ども一人につき

１回１００円（おやつ、材料代等）です。

“気軽に・無理なく・楽しく・自由に”

『ふれあい子育てサロン』の案内

○参加の申し込み、問い合わせ先
美馬市社会福祉協議会緯53７４３２
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の
う
ち
、
１
科
目
か
ら
半
年
単
位
で
学
べ
ま
す
。「
学

士
」「
修
士
」
等
の
資
格
の
取
得
、
短
大
・
専
門
学
校
卒
の
人
は
３
年

次
編
入
も
で
き
ま
す
。
放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー
や
美
馬
市
内

で
授
業
用
テ
ー
プ
の
視
聴
・
貸
出
が
可
能
で
す
。

●
募
集
学
生

大
学
及
び
大
学
院
（
全
科
生
、
１
年
在
籍
の
選
科
生
、

半
年
在
籍
の
科
目
生
）

●
募
集
期
間

平
成

年
６
月

日
（
木
）
～
８
月

日
（
火
）

18

15

15

●
募
集
要
項
請
求
（
無
料
）・
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

（
徳
島
大
学
日
亜
会
館
内
緯
０
８
８

6
0
2

０
１
５
１
）

『
放
送
大
学
』

月
入
学
生
募
集
の
案
内

10
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戸籍の動き

救 急 医 療 当 番 医 一 覧
電話番号病 院 名曜日月日電話番号病 院 名曜日月日

（貞）６２-５０５５林 眼 科水57/（脇）５３-６０１１と し ま 小 児 科火206/

（半）６４-２０８８大 久 保 医 院木6（脇）５２-１２５８成 田 病 院水21
（半）６４-２１１１武 原 外 科 整 形 外 科 医 院金7（脇）５５-０３２１成 田 ク リ ニ ッ ク木22
（美）６３-３１７１木 下 （ 雅 ） 医 院土8（脇）５２-１５２９脇 町 中 央 医 院金23
（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院日9（脇）５２-２５８３桜 木 病 院土24
（美）６３-２２４５木 下 内 科 循 環 器 科月10（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院日25
（美）６３-２００１佐 々 木 医 院火11（穴）５２-１２４３国 見 医 院月26
（美）６３-２０２６真 鍋 病 院水12（穴）５３-８５３０平 野 整 形 外 科火27
（美）６３-２５６９折 野 病 院木13（穴）５２-２３０３峯 田 病 院水28
（脇）５２-０９８８岡 内 科 病 院金14（貞）６２-２００３北 川 医 院木29
（脇）５２-２００２西 条 産 婦 人 科土15（貞）６２-２０６４古 城 医 院金30
（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院日16（貞）６２-２０５３谷 病 院土17/

（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院月17（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院日2
（脇）５３-０１０１斎 木 医 院火18（貞）６２-５１６６田 村 医 院月3
（脇）５３-２５２５酒 巻 耳 鼻 咽 喉 科 医 院水19（貞）６２-２０１２永 尾 病 院火4

杉
山

国
弘
・
美
奈
子

〈
男
の
子
〉
賢
杜

け
ん

と

都
築

満
・
由
紀
子

〈
男
の
子
〉
春
翔

は
る

と

安
藤

正
史
・
智
子

〈
男
の
子
〉
陽
仁

は
る

ひ
と

藤
野

真
一
・
弘
美

〈
女
の
子
〉
未
空

み

く

祖
父
江
大
介
・
美
奈
子

〈
女
の
子
〉
優
梨

ゆ

り

〈
女
の
子
〉
花
菜

は

な

土
方

謙
・
恵

〈
男
の
子
〉
康
太
郎

こ
う

た

ろ
う

佐
藤

剛
・
寛
子

〈
男
の
子
〉
瑞
希

み
ず

き

知
野

昌
寿
・
広
美

〈
男
の
子
〉
稜
平

り
ょ
う
へ
い

滝
本

幸
弘
・
光
子

〈
男
の
子
〉
暖は

る

三
宅

誠
・
優
子

〈
女
の
子
〉
陽
菜

ひ

な

髙
川

達
也
・
道
子

〈
女
の
子
〉
日
向

ひ

な
た

脇
川

徹
・
明
美

〈
女
の
子
〉
千
里

ち

さ
と

上
田

博
史
・
香
菜
子

〈
男
の
子
〉
一
彪

い
っ
と

岡
田

明
・
奈
美
子

〈
男
の
子
〉
大
地

だ
い

ち

平
山

正
徳
・
千
春

〈
女
の
子
〉
凛り

ん

富
川

康
史
・
え
り
か

〈
男
の
子
〉
凌

り
ょ
う

〈
男
の
子
〉
翔

し
ょ
う

割
石

大
介
・
理
恵

〈
女
の
子
〉
葵

あ
お
い

橋
本

薫
・
香
織

〈
女
の
子
〉
優
里

ゆ
う

り

重
本

健
一
・
幸
子

〈
男
の
子
〉
真
叶

ま

な

と

奥
村

資
秋

歳
91

切
東

好
擁

歳
81

井
川

幸

歳
50

梶
浦
ヤ
ヱ
子

歳
81

福
永
イ
ワ
コ

歳
88

佐
渡

義
市

歳
67

横
田
マ
サ
コ

歳
79

坂
東
浩
四
郎

歳
91

仁
木

甚
助

歳

南
郷

英

歳
84

長
江

貞
信

歳
97

逢
坂

又
市

歳
71

杉
山
ス
ヱ
コ

歳
86

梶
本

愛
子

歳
57

松
浦
あ
さ
子

歳
88

お

誕

生

お

め

で

と

う

（
沼

田
）

（
馬

木
）

（
伏

飛
）

（
小

星
）

（
妙

見
）

（
上
棚
田
）

（
田

方
）

（
春

日
）

（
拝

北
）

（
別
所
浜
東
）

（
猪
尻
仲
ノ
町

）

（
西
上
野
北
）

（
沼

田
）

（
岩

倉
）

（
中
央
脇
）

（
伏

飛
）

（
馬

木
）

（

宝

）

（
西
荒
川
）

（
井

川
）

（
宮

井
）

（
小

星
）

（
別
所
上
）

（
馬

木
）

（
大
工
町
）

（
東

渓
）

（
首

野
）

（
中
山
路
中
）

（
沼

田
）

（
西
荒
川
）

（
首

野
）

（
大
工
町
）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

笠
井

忠
幸

歳
67

大
谷

元

歳
74

福
原

孝
一

歳
80

後
藤

秀
雄

歳
76

下
家

雅
司

歳
19

權
田

静
夫

歳
86

藤
林

政
子

歳
82

佐
藤

菊
子

歳
86

手
塚
ヨ
シ
ノ

歳
92

藤
澤

隆
治

歳
80

大
西
マ
サ
子

歳
93

平
田
チ
ヱ
カ

歳
99

原

明

歳
87

喜
多
智
惠
子

歳
90

藤
本

誠
治

歳
36

橋
本
ヨ
シ
ヱ

歳

佐
藤

近
喜

歳
86

佐
藤

歌
子

歳
91

湯
浅

由
子

歳
77

三
好

定
雄

歳
72

松
尾

弘

歳
85

古
島
シ
ヅ
エ

歳
56

春
田

チ
ヨ

歳
98

中
山
ヨ
シ
子

歳
89

（
平
成

年
5
月
受
付
分
）

18

（
宮

井
）

（
常

盤
）

（
御
所
野
）

（
東
宗
重
中
島

）

（
谷
口
上
）

（
渕
名
１
）

（
拝

北
）

（
西
の
丁
）

（
妙

見
）

（
東

分
）

（
伏

飛
）

（
上
曽
江
）

（
拝
北
南
）

（
柴
坂
中
）

（
西
上
野
北
）

（
柴
床
南
）

（
井

口
）

（
天

神
）

（
高
校
前
）

（
東
大
谷
口
）

（
中
宗
重
中
）

（
中
村
穴
）

（

城

）

（
生
子
屋
敷
）

（
共

進
）

（
蛭

子
）

美馬市人口統計

前月より6月1日現在

－41

－33

－08

0

34,776人

16,667人

18,109人

12,684人

人 口

男

女

世帯数
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み
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６
月
号
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2
0
0
6
（
平
成

）
年
6
月
8
日
発
行

18

焔
発
行

美
馬
市

焔
編
集

企
画
総
務
部
秘
書
広
報
課

〒
7
7
7
‐
8
5
7
7

美
馬
市
穴
吹
町
穴
吹
字
九
反
地
5
番
地

緯
0
8
8
3

8
0
0
6

52

昨
年
５
月

日
か
ら
３
日
間
、
美
馬
市
脇
町
と
つ
る
ぎ
町
で

30

テ
レ
ビ
の
人
気
時
代
劇
『
水
戸
黄
門
』
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
こ

と
は
、
私
た
ち
の
記
憶
に
も
新
し
い
と
こ
ろ
。『
水
戸
黄
門
』
を

手
掛
け
る
矢
田
清
巳
監
督
と
は
、
旧
脇
町
時
代
か
ら
芝
居
公
演

な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

先
ご
ろ
、
脇
町
劇
場
を
拠
点
に
活
動
す
る
児
童
劇
団
「
う
だ

つ
げ
き
だ
ん
寺
子
屋
」
の
演
技
指
導
の
た
め
美
馬
市
を
訪
れ
た

矢
田
監
督
が
牧
田
市
長
と
対
談
。
同
劇
場
で
「
美
馬
市
の
魅
力

を
観
光
行
政
に
ど
う
活
か
す
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
郷
土
発

展
へ
の
熱
い
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

“四国のまほろば”を目指して 牧田市長と矢田清巳監督が対談

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

地
元
の
歴
史
を
知
り
、

こ
の
場
所
で
の
生
活

を
愛
し
て
い
る
人
が

多
く
、
人
と
地
域
が

も
つ
温
か
さ
を
感
じ

る
。
町
並
み
と
合
わ

せ
、
脇
町
劇
場
に
も

木
と
人
の
ぬ
く
も
り

が
あ
り
、
旧
脇
町
時

代
の
初
公
演
か
ら
今

後
も
芝
居
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
。

市
長

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
私
は
美
馬
市
が
供
四

国
の
ま
ほ
ろ
ば
僑
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

今
秋
開
催
す
る
芝
居
公
演
は
、
ま
ほ
ろ
ば
公
演
と
し
て
大

い
に
盛
り
上
げ
た
い
。

●
供
四
国
の
ま
ほ
ろ
ば
僑
を
目
指
し
て

市
長

供
ま
ほ
ろ
ば
僑
に
行
き
着
く
た
め
に
は
、
教
育
や
基
盤
整

備
、
福
祉
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
基
本
的
な
考
え

方
を
示
し
、「
住
み
よ
い
、
心
の
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
。
う
だ
つ
の
町
並
み
や
寺
町
、
穴
吹

川
、
中
尾
山
高
原
な
ど
の
自
然
や
観
光
文
化
資
源
を
活
か

し
な
が
ら
、
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
地
域
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
今
後
は
美
馬
市
の
魅
力
発
信
の
手
段
と
し

て
、
国
際
交
流
の
推
進
、
観
光
旅
行
の
周
遊
ル
ー
ト
に
お

け
る
観
光
拠
点
と
し
て
の
定
着
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を

利
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

監
督

美
馬
市
を
供
ま
ほ
ろ
ば
僑
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地

域
の
活
性
化
が
絶
対
に
必
要
。
そ
れ
は
、
全
国
の
人
に
ま

ち
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
訪
れ
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
。
美
馬
市
に
住
む
人
々
が
「
幸
せ
」「
楽
し
い
」
と

感
じ
て
い
る
こ
と
を
全
国
に
発
信
で
き
れ
ば
良
い
と
思
う
。

●
水
戸
黄
門
の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
美
馬
市

監
督

う
だ
つ
の
町
並
み
周
辺
に
は
、
江
戸
時
代
の
文
化
が

あ
っ
て
、
そ
の
景
観
が
素
朴
に
残
さ
れ
て
い
る
。
町
並
み

保
存
と
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
パ
ワ
ー
に
魅
力
を
感
じ
、

ロ
ケ
地
に
選
ん
だ
。

市
長

イ
ベ
ン
ト
や
事
業
の
開
催
に
は
、
主
催
す
る
側
が
情
熱

を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
人
の
心
を
動
か
し
、
組
織

を
動
か
す
。
う

だ
つ
の
町
並
み

は
、
実
生
活
の

あ
る
生
き
た
民

俗
資
料
館
だ
と

思
っ
て
い
る
。

そ
の
魅
力
を
監

督
に
発
見
し
て

い
た
だ
い
て
大

変

う

れ

し

く

思
っ
て
い
る
。

●
今
年
５
回
目
を
迎

え
る
脇
町
劇
場
で
の

芝
居
公
演

監
督

う
だ
つ
の
町

並
み
に
は
ボ
ラ

美馬市の魅力について語り合う牧田市長と矢田監督㊧

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回ううううううううううううううううううううううううううううううううううだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門ままままままままままままままままままままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催のののののののののののののののののののののののののののののののののの案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案『第１回うだつ黄門まつり』開催の案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内

昨年５月のテレビ「水戸黄門」ロケを記念したイベント『うだつ黄門まつり』が、下記の内容で開か

れます。市民参加型のイベントで、矢田清巳監督が来場するほか、東映太秦映画村の俳優の皆さんによ

るチャンバラなどのパフォーマンスも披露されます。皆さん、ぜひ遊びに来てください。

催し物：太鼓演奏、阿波踊り、ストリートパフォーマンス
●と き 平成１８年７月２日（日） 午後１時からオープニングセレモニー

催し物は、①午後１時20分 ②午後３時 ③午後４時30分からの３回公演

●ところ うだつの町並み通り（脇町） ※当日雨天の場合は、脇町劇場

●問い合わせ先 市観光文化室緯53８５９９

昨年、うだつの町並みで行われた『水戸黄門』のロケ

うだつの町並みが江戸時代にタイムスリップ


